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書評
上田昭三著
個人ローンの実態と展望
ー消費者金融のあリかた一
森静’朗
?
先づ庶民金融問題の高金利が社会からその仕振りや取り立てなど，あくどい悪徳商法が
きゆうだんされながら，与論として社会問題化される時期に，日本では二つの時期があっ
たように思われる。その第一時期は，大正10年以降 (1921)の長期不況から世界恐慌に至
る時代であり，第二時期は第2次大戦後の昭和45年以降 (1965)である。
第一時期において特色は，失業と物価低落期であり，第二時期は不況と物価上昇の併
存，スタグフレーションと呼ばれる時期である。両者に共通することは世界経済が円滑さ
を欠き国内では不況におちこむ時期でもある。
第一時期の特色をみると，この時代は金のメカニズムの喪失期である。しかしながら金
の自動調節作用はなお理論的に肯定され，物価下落によって世界均衡が回復されるという
考え方が主流を占めていたし，所得分配も大企業，大資本により多く集積させ，資本の蓄
積を強行して一般大衆の消費は抑制させるだけ抑制させ低所得者層を作り出すことによっ
て低い価格の生産物を対外的に輸出を増大させ，自動調節のメカニズムに乗せようという
考え方に立っていた。所得配分の均等化によって，消費増大がおこり，消費需要の増加に
よって輸入の増大が行なわれるよりも，消費を抑制し，価格を引下げ国内需要を低下させ
ることによって対外的な輸出を増大させようとする考えにもとづくものであった。
第一次大戦終了後の世界経済の雲行きの悪化は，アメリカヘの金の集中とヨーロッパ諸
国の金の流出が著しくなり，金のメカニズムが働らかなくなったことにある。金の流出の
多いヨーロッパ諸国では価格は低下し，理論的には輸出が増加するはずなのに，輸出力が
なく，アメリカでは金の不胎化政策を採用したために世界的に金不足という結果になり，
まがりなりにも金の量が貨幣量と結びついている時代であるから，貨幣量の減少は物価下
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落と失業者の増加をまねき世界不況のひきがねになったわけである。
日本に話をもどすと，なお金と通貨制度の結びつきが強く，物価の低落は企業利潤の低
下であり，企業者はそれを防止しようとして，雇用の縮小や設備投資の縮小を行なうから
ますます経済の先行きは暗くなってしまう。
大企業や大資本は不況カルテルを結んで，価格の市場支配を行なうことが出来るが，中
小商工業者や，中小農民はその力が弱いために，鐵寄せを一層うけながら，前者は倒産と
なり，後者は小作人への転落や土地を喪失させることになる。
物価下落期における債務者の不利益をひきんな例で説明すると大正10年 (1921)に借金
し，昭和2年(1927)に返済することを約束したとしょう。もし100万円を大正10年(1921)
に借りて昭和2年 (1927)に元利金を返済すると仮定する。その間に物価が2分の 1に下
落したとしょう。大正10年に1台10万円の自動車が昭和2年 (1927)に5万円となるから
大正10年には10台の自動車を売却すれば返却できたのに昭和2年には20台売却しなければ
借金の返済が不能になってしまう。在庫をもっているものほど損失をうけやすく，企業者
でも金融機関から借金している者ほど多くの損失をうけることになる。債務者はコスト割
れになったり，あるいは損失が多くなるから，金融機関への債務はとどこおりがちになる
だろうし，担保価格も下落するから追加担保が要求されることにもなる。金融機関は担保
を十分に徴収していたにしろ，経済の不況によって担保処分が困難になってしまう。そこ
で物価下落と先行き不安ということになれば金融機関は，中小商工業者や中小農民に対し
ての貸出を極めて警戒し，しかも，以前貸付けた資金の回収を急ごうとする。中小農民の
立場であると大商人や地主の支配力が強いから，例えば小作人は小作料は殆んど物価に関
係なく据えおかれており，物価が下がろうが，その分だけ納入しなければならない不都合
をうけてしまうことになる。
また大正10年 (1921)以降になると中小銀行は，何らかの型で，自己の産業と結びつい
ておった関係上，産業の不振は債務のこげつきを直接うけることになって中小銀行の経営
自身が悪化してくると，中小銀行の経営不安は取付さわぎになり，更に昭和2年 (1927)
の銀行法改正によって，銀行合同が進んで行く。中小商工業者は銀行の集中合併によって
資金の途は杜絶されるだろうし，クビ切り，失業，物価下落のなかに放り出された労働者
や庶民は，社会保険や医療制度が完備されておらない状況のなかで，どうしても，自分の
生活を防術しようとして，万ー病気の場合とか不測の事態には手っとりばやく質屋，頼母
子や金貸しを利用することになる。
庶民金融問題が特に叫ばれるのは昭和2年 (1927)から昭和7年 (1932)にかけての時
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期であり，価格のメカニズム（金の自動調節作用）が働らかない，しかも，先行見通しが
わる＜，物価の低落と失業の増大のなかにおこり，銀行の集中合併が強行され，一方で合
理化政策が進んで行くなかで，他方前近代的な質屋や高利貸が大手をふってまかりとおり
多くの人々が高利貸の金利の高さに苦しまねばならず，一家離散とか娘の身売りという状
況が作り出されることになる。
昭和2年当時朝日新聞記者であった前田繁ー氏の“庶民金融”は高利貸からいかに庶民
を守るかという目的から書かれたものである。
"6万人の金貸業・（第4章）で“冷血鬼のような高利貸”の例を，「夫の長患いでビタ
ー文の収入はなく，日々の医薬料と食費に手廻りのものは売り尽し，夫が全快さえしてく
れればと，わずかな金を高利貸に借りる。冷血鬼の如き高利貸は遠慮容赦なく入り来って
病重き夫の夜具をハギ取って平然と引き上げる」という場面にそうぐうする光最が現実に
おこっていると説明し，当時の調査によると普通で「百円につき 1日37銭ということにな
っている。故に銀行利子に比較するときは10数倍の高利である。中には百円につき 1日2
円というおどろくべき高利をむさぽっているものさえあるといっている。これらの金貸業
は或は恩給年金を担保に軍人や官吏上りに金を貸したり，電話を担保に取ったり，土地建
物は言うに及ばず如何なるものでも担保を取る。
しかもこれ等のものは直ちに名義の書換えが出来るようにし，中には貸金の際，名義を
書き換えるものさえあるといわれる。而して金を貸付ける際に於て，先づ其の貸すべき金
額のうちより予約貸付期間中に借手の支払うべき利子を全部控除して貸付ける。担保物件
のないものに対して貸付けるものも相当に多いが，これらに対しては非常に高い金利をと
りその利子は前払いさすのが通例となっている。従って 100円借りた所で， 手取金は非
常に少ないのである」 （前田繁ー著『庶民金融Jp, 210..:.p. 211) とのべ高利の不条件を
知りつつも背に腹はかえられぬといった急場しのぎに，生計資金や生業資金に窮迫した無
産者，庶民階級がこの高利横暴の金貸業を利用せざるをえないのであるとその横暴ぶりを
批判し，新しい庶民金融機関の実現が期待されることを強調している。また篠田七郎氏の
著書によると， ・
「金貸業者とは所謂高利貸であるが，必ずしも個人とは限らず会社組織に依るものもあ
るのである。普通個人金融業者と言われるものも商事会社等の名を冠している。 （中略）
この金貸は電話，土地，家屋，恩給年金，其の他あらゆるものを担保として信用•ある会社
員，官吏，軍人などに保証人さえあれば誰にでも金を貸すのである。所謂悪辣な高利貸は
例外とするも，普通の金貸でも百円に付， 1日1円の高利をとる者がある。大部分の金貸
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は金を貸付ける際，先づ其の貸すべき金額の中から予約貸付け期間中に借手の支払うべき
利子の全部を天引きするのが普通である。例えば百円について1日37銭の利子で， 1カ月
間借りるとする。金貸は1カ月の利子10円47銭を差し引き，更に手数料，調査料と称して・
10円を差引き，手取り79円53銭，しかも 1カ月目には百円を返さねばならぬ，担保物件の
ないものに対して，貸付けるものも相当に多いが，これらに対しては非常に高い利子を取
り，其の利子は前払さすのが通例となっている」（篠田七郎「庶民金融概説」 p.190~p. 
191)この種の高利の金貸業者が薄給な官吏， サラリ...:.マンに対して融資し， 無免許金貸
業者も増加している。これらの金貸業者を一度利用した者は，高い金利負担のために，悲
惨なドン底のうき目にあわなければならないという高利貸の悪ドイ商法の横行について批
判が行なわれている。つまり戦前は物価下落期のなかでの不況，しかも社会保障制度の不
備，分配構造の不公正，金融制度の未整備のなかでの高利貸の問題であり，いかに悪徳金
貸業者が跛思したかという事実を多くの著書からながめることができる。
に
第二次大戦後 (1945)日本の経済，金融構造は大きく変容する。アメリカ占領軍による
民主化政策は労働組合の結成の許可，農地改革，財閥解体など一連の政策は分配の公正化
による国内消費需要の喚起をすすめ所得水準の平準化によって個人の消費を嵩めるもので
あった。
また医療制度，年金制度，社会保障の充実なども， “ゆりかごから墓場”までとはいか
ないにしても，不測の事態あるいは病気，老後に備えられる制度で第二次大戦以前に比較
にならぬほど充実することになる。
庶民疇i
（田中豊喜氏がかつて分類した庶民階級表）
① 中小工業者
特に手工業者
工場手工業者
② 中小商業者
特に小売業者
③ 中小農業者
特に小地主自作農業者
④ 其の他の小資本による．
＇独立営業者
?
? ??
?
? 、ー
???
??
102 
‘ 
『個人ローンの実態と展望」（森）
l第 2種（①
（新中間階級）
俸給生活者・官
公吏・軍人，私営事業
傭人
教員，警察官吏
R 自由職業者
下層階級｛筋肉労働者
細民又は窮民
文筆業者，開業医・弁護
士・計理士
税務代理士
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と区別している（井関孝雄「中小金融の体系』 p.11)。 このように1945年以前の庶民階級
の区別とはかなりことなったものとなっている。戦前は庶民金融とは前表のそれらすべて
を含むことを意味しておったが，戦後は金融制度をみるとかなり細分化して，民間金融機
関ばかりか，政府金融機関の整備によっても，中小商工業者の金融や農民のための金融は
整備されることになった。
民間金融機関として
農民のために（信用組合部門）農業協同組合
中小企業者のために 相互銀行
政府金融機関として
中小企業者のために
医療のため
環境衛生のため
住宅のため
農業者のため
中間的金融機関
中小企業のため
労働者のため
信用金庫に同組畿
信用組合 融機関
｛国民金融公庫
中小企業金融公庫
医療金融公庫
環境衛生金融公庫
住宅金融公庫
農林漁業金融公庫
商工組合中央公庫
労働金庫
等と充実し， 1945年以前とは比較にならない程金融機関網が整備されることになったから
サラ金等の悪徳商法の入り込む余地がないはずであった。しかし，高度成長が終わりをつ
げ，経済にかげりが出はじめると，サラ金問題が社会問題として大きく世間に話題をなげ
かけさわがれることになる。
上田昭三氏の「個人ローンの実態と展望」はここからはじまっている。しかし戦前と戦
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後の高利貸の悪質な手法は時代がかわってもその本質がかわらないのはなぜか。高度成長
後の日本のなかにこれらの業者がはびこる余地がどんな理由であったのかの吟味が全体を
通じてやや不足しているように思われる。「経済が活発な高度成長の時期を過ぎて， ゆる
やかな成長期に移行すると，そのあと消費者賦払信用の高度利用期が始まる。これは米国
などの実例から明らかだし，また理論的にも根拠がある。わが国では最近ようやくこの時
期に入ったが，その結果，今後年を追って賦払信用，なかでも個人ローンの利用は非常に
増加し，近き将来米国並みの高い水準に到達するように思われる」（上田昭三『個人ロー
ンの実態と展望』はしがき）と上田氏は米国型の消費者信用時代の到来を予想する。企業
の供給過剰を解消するために，需要側の消費者信用の拡大によって，需要側の要因が供給
側に対し緩慢な成長期に移行する場合におこる現象であると説明する。
銀行やサラ金などのフリー・ローンや信販その他による多目的クレジット・カードなど
使途自由を特徴とする信用を個人ローンというが，この特徴の便利さが，とりわけ過剰利
用の危険性が大きく，安易な利用は身を破滅させる危険性をもつものでもあることを強調
し，これが社会的規模で発足した場合に，サラ金禍にみられるローンの供給側の責任がお
こってくることを指摘する。
「来るべき個人ローン時代に，多数の消費者が借金地獄に落ちないようにするためには
現在の供給制度のうち，非常に不健全なものをいまのうちに改め，消費者にとって安心で
きる制度が早く確立される必要性がある」（前掲者 はしがき） ことからその必要性と改
善を意図して本著が公刊されたものであると述べられている。
本著の力点を置いて書かれている点を上田氏のことばを用いて要約するならば，
① 日本ではこれから，消費者賦払信用の高度発展期に入り，そのなかで個人ローンの
利用が，盛んになる根拠を明らかにすること。
② 個人ローン利用の増大が，消費者にとって有害にならないようにするため，個人口
ーン業務が拡大して世間に大きな禍害をもたらしているサラ金の悪質営業問題の本質を明
確にし，根絶の必要性と方法を考察してみること。
③ 10年後の個人ローン市場の規模を推計しながら，その時実現するであろうキャッシ
ュレス社会で，どんな革新的な与信の方法が一般的となるのかを予想したうえ，そこでの
供給の主要な担い手は，どんな種類の信用供与の組織であるかを考察すること。・
④ 以上を踏まえながら，危険性のない個人ローンの供給が行なわれるうえで，機能的
な個人信用情報センターの設立強化が重要であり，その設立について著者の考え方を公け
にしてみたいこと等4つが本著の狙いであり動機であるとしている。
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本著の目次を大まかにみると
第一章個人ローンの位置
第二章銀行等の個人ローンの実態
第三章サラ金の実態
第四章 サラ金の貸出の特徴
国
第五章 サラ金の弊害と規制のあり方
第六章消費者賦払信用の需給の見通
第七章個人ローン市場の将来
第八章 個人・ローン市場の健全な発展のために
等である。
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第一章，第二章は主として個人ローンの金融論のなかで占める位置を，第三，四，五章
ではサラ金の実態と現状と弊害を述べ，規制と対策の方法を考察し，第六，七章では将来
の市場の予測ど健全な発展への提言を示している。理論と現状分析そして将来への提言ヘ
とつながっている。
上田氏の本著の意図について，本著に示される姿勢を森自身が全体を通じてながめられ
る特色を整理すると，第一に，多くのサラ金地獄を生み新聞の社会面で取り上げられた
り，訴訟問題となっている日常のサラ金の弊害がいかに多くの記事としてあらわれ，社会
問題となっているかは多くの人の知るところである。しかし，それはあくまでも個人の事件
として取り上げられたーコマーコマの事実で，理論的な統一性にまで高められたものには
なっていない。個々の断片を幾らつないだところで，それは三面記事のつなぎあわせにす
ぎない。事件は記事の解説とニュースの断片に終ってしまう。上田氏はそのサラ金の体質
や弊害を指摘分析した上で，それを消費者賦払信用と結びつけて金融経済論的に理論的整
合性をもたせなければ，今後の発展の基礎になりえないのではないか。また理論的なサラ
金批判となることができないのではないか。つまり個々の実態分析のなかから理論的整合
性に疑縮させようとする帰納的方法により，現状分析に力点を置きながら上田氏の頭脳に
描かれる消費者信用への理想像に接近させようとする努力がつづけられているところに大
きな特色がある。
第2は，サラ金地獄を生む要因を作り出した金融機関の責任，企業金融一点ばりで消費
者金融分野を放置した責任（公共性を主張する金融機関が，大衆の預金を吸収して，個人
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ローンの窓口を閉鎖していたこれまでの金融機関行動）があり，また多くの自殺者や一家
心中そして高金利を見てみぬふりした法律の不備や行政の怠慢をするどく追求する。上田
氏は更に，消費者信用の健全な発達に最も必要不可欠の条件は，個々人の消費者信用を利用
する人々の側の節度と正確な情報の利用を確保することであり，利用できるから飛びつく
という安易性を厳しく批判し，利用する人々の高度な見識と，節度（所得に見合った返済
能力の見きわめ）が最も重要であると強調する。つまり市民社会を形成する市民の知恵が
サラ金地獄などを生み出さない土壌とならなければならない。サラ金地獄の温床とは，行
政の怠慢，法律の未整備もあろうが，社会を形成する人々の良識の欠如によることを訴え
ているように思われる。
第3は，アメリカの消費者信用が商業銀行と信用組合がその中心の担い手であり，各州
における高金利に対する規制法案があり，金融機関の積極的な態度と，行政の監視の目と
市民の利用する側の三者が一体として消費者信用市場を形成されている。今後日本で消費
者信用市場の育成強化を考える上では，この三者が充分に噛み合わなければ絵に描いた餅
になってしまうことを訴えているようである。
第4は，サラ金の無選別な融資を過剰融資， トリッキーな広告，強硬取り立て，これが
サラ金の発展の土壌となっている。サラ金地獄を生む背兼の啓蒙によって，多くの人々に
サラ金弊害を充分理解させ，それを世論として，金利の規制立法をかちとらねばならない
と政策的提言を行っている。
つまり，サラ金弊害の分析を通じながら，今後の健全な消費者金融のあり方を模索し，
提言しようとするのが本著を貫く態度であろう。
そのような意味で，これまで消費者金融という論著があっても，サラ金という社会の現
実の底辺にまで及んだものは殆んど皆無で，日銀月報の賦払信用の調査分析とか研究者で
も，アメリカの消費者金融論文の紹介に終っていた。ところが下水道管の流れのとどこお
りを下水道管の上からながめた理論ではなく，下水道管の中に入ってどの部分に病根が，
どこに堆積した土砂の欠点部分があるかを自らそのドロ水の中に入り込んで， 1つ1つを
検証するのでなければ学者の空ら念仏になる。実証的方法によって証明しようとする積極
的態度でその検証を通じて1つの金融理論（消費金融）にまとめあげようと企図するの
が本著の立場である。とかく日本の学者は理論的キレイゴトでまとめあとは野となれ山と
なれという無責任な研究が多いなかで，その病根をえぐり出そうとする臨床医学的な態度
で臨んでいる。生理医学と臨床医学を同時に取り扱わなければ本著の如き分析は不可能と
なる。それを上田氏はその現実への分析によって二つを結合させて，理論的な提言にまで
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高めようとする努力が読んでいる者に迫力をあたえる。学者は現実に目をふさぐことはゆ
るされないと強調し新しい消費者信用論への方向を示している。
四
今後研究を進めて行く上に批判点を幾つか書いて責任をふさがせてもらおう。
第1に，第二次大戦以前の庶民金融と第二次大戦後の消費者信用との相異点はどこにあ
るのか。上田氏はゆるやかな経済成長のなかに消費信用の発展があるとしているが金本位
制下と管理通貨制下の通貨の出し方の差異はないかどうか。前者は物価下落と不況，後者
では物価上昇と不況のなかでのサラ金問題。•そのなかに高利貸やサラ金がなぜはびこり，
そして社会問題になっているのか。その時の金融機関の行動はどうだったのか。通貨問題
や経済体質，金融構造，金融制度を含めての分析が必要なのであるまいか。第二次大前の
庶民金融のなかにあらわれた高金利の重圧と第二次大戦後高度成長下をへてのサラ金の重
圧との類似点と相異点が明らかにされなければならないのではないかという気がする。
第2は，金利の問題であるが，消費者金融の金利とは何であるのか，上田氏は，ベーム
・バベルク流の「賦払信用は一般によく考えて利用すれば，消費者は一定期間の所得から
得られる満足の大きさを，利用しない場合にくらべてより大きく（時には非常に大きくさ
え）しうる重要なメリットがある」（前掲者 はしがき）とのべる。個人の前借りによる
満足の度合いを金利としているけれども，これはあくまで主観的な金利条件であって，そ
の主槻的金利が客観性をもちうるためには一体金利をどう考えればよいのか。企業金融で
も金利はコストか（事前的）利洞か（事後的）かの論議は決着はついているものではない
が，しかし消費者金融においては，コストなのか利潤なのか，あるいは将来への満足をえ
るためということであるなら個々によって異なる金利のはずで共通の公分母がないことに
なる。その時の金利をいかに説明するのかがもし明らかにされるならば今後解明してもら
いたいものである。
第3は，サラ金の分析あるいは弊害の分析は，これは個別的ミクロ分析であり，資金フ
ローの変化とか金融機関の資金の調達供給という方法論，言葉をかえていえば所得，貯蓄，
消費，投資の理論はマクロ分析である。前の部分のミクロ分析と後の部分はマクロ分析の
手法で語られている。個別の現象はミクロ分析の手法を用い理論的にはマクロ分析となっ
ている。森自身にはそれが相互に融合せずに違和感があるように読まれたのであるが，自
分の読み不足であろうか，また読みちがいであろうか。
その全体の統一性の接着剤にやや欠けているように思われる。
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第4は，消費者信用の将来をかなりバラ色にながめ，方法，金融機関，信用情報センタ
ーの確立などによってかなりの市場がみこめるとしていることは確かなことであるが，な
お間接金融機関が優位であり，企業と銀行の癒着が強い状況でバラ色な個人市場となりう
るかどうか。また国際金融との関係あるいは国債発行のひずみが今後もつづいて物価上昇
と所得の上昇の鈍化，石油資源の涸渇から節約あるいは消費の減退（強制貯蓄）というこ
とがおこらないかどうか。むしろ節約に力点がおかれる方向があるのではなかろうか。
第5は，上田氏は，郵貯あるいは政府金融機関については殆んどふれられていないが，
郵貯の資金の流れと民間金融との関係で消費者金融をどちらに比重をおいているのか。
戦前には，政府金融機関の利用強化をうったえ，庶民金融には低利，低コストの資金を
供給しなければならないのに，私的.(民間）金融機関あるいは金貸業者は高金利，高コス
トの資金の提供よりできない。庶民金融の金利は高いということ自体矛盾ということにな
ってしまう。もし庶民金融ということが主に考えられるなら社会政策的意味もあるのだか
ら，それは私的（民間）金融機関や業者の担当するものではなく，郵貯（資金運用部資金）
あるいは庶民金庫（国民金融公庫の前身）利子補給の意味を含めた政府金融機関が担当す
べきであるという主張が強かった。
現代的な個人消費ローンはいずれが是か非かこれもあわせて，今後考察の対象としてほ
しいものである。
まとめ
上田氏の実証的な研究と理論的統一性を企図して公刊された本著は，上田氏のサラ金地
獄解消というヒューウマニズムの立場が全体をつらぬき流れている。社会科学研究者の一
つの使命は，弱い部分に，あるいはしいたげられている分野にメスを入れて，その部分の解
明によって，地位を上昇させ，その利益を享けさせることである。分析と啓蒙と提言そして
政治的な実践への助言ということに意味があるとすれば，本著の公刊の意味は一つは啓蒙
と他は個人ローンを学問的水準に引き上げようとした意図は成功したものと言えよう。
森自身の力不足や読みちがいから上田氏の意図と反する読み方をした読書評におわび申
し上げ，今後この論旨がどう展開するかを注意深く見守りたい。
本書は多くの人々に読んでもらいたいものであり特に消費者運動をしているの方々や現
場を知らない金融論の担当者および経済学者に熟読していただきたいものである。
（東洋経済新報社，昭和56年4月刊， AS判， 212ペー ジ， 2,800円）
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